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このように限定された方策を Control Limit Policy と呼び，意思決定が容易になる． 
M. Kurt et al [1] は，システムの急激な劣化を招く内部環境の状態を考慮したシステム状態の
推移を扱い，最適保全方策が環境状態とシステム状態の両方に対して Control Limit Policy とな
るための十分条件を示した．ここで，M. Kurt [1] においては，環境状態とシステムの真の状態
を直接観測可能とする MDP(Markov Decision Process)モデルで定式化されている． 
実際の状態監視保全では，必ずしもモニタが真の劣化状態を示すとは限らないため，システム
の真の状態が確率的にモニタに出力されるとする POMDP(Partially Observable Markov 
Decision Process)モデルを扱うことが重要である．そこで本研究では，M. Kurt et al [1] が導入
した環境状態を POMDP モデルに加えた場合の最適保全方策が Control Limit Policy となるため
の十分条件を示す．これによって，保全担当者の意思決定を容易にするための指針を提案するこ
とを目的とした． 
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